
１　 はじめに

当技術新棟（地下３階，地上21階，建築面

積3,429.11�, 延べ面積71,935.54 � ，事務所

ビル，昭和63 年３月竣工予定）では。自動火

災報知設備の受 信機を各階に分散配置（以下

「分散受信機」という。）し，設備障害による

危険の分散及び保守上の利便を図 るととも

に，ビル管理用コンピュータと光ファイバケ

ーブルを活用し，当ビルの防災システムとビ

ル管理用システムを一体化し，火災に対する

安全の確保，ビル管理要貝の省力化及び省工

ネルギー化を目的とした，いわゆる消防防災

システムのインテリジェント化を図ろうと計

画されたものであり，以下このシステムの概

要等を述べることとする。

２　システムの構成機器及び機能

本システムは，図一１に示すとおりの機器

で構成され，機能上次の４つに大別される。

(1) 分散受信機

ア　構成

分散受信機はＰ型１級受 信機と，その

表示機から構成され，地下３階から20階

までの各階に設けられる。(21階は20 階の

分散受 信機が受け持つ｡)

分散受信機は各階の東側特別避難階段

の附室に， また， 各階表示機は西側特別

避難階段の附室にそれぞれ設置され，分

１

１

図一１　本防災システムの基本構成機器

散受信機と感知器回路は，消防法令に基

づく仕様で配線される。

イ　機能

Ｐ型Ｉ級受信機の複合盤が用いられ，

自動火災報知設備，消火設備の監視及び

防火防排煙設備等の監視・制御の機能を

有しているほか，光伝送システムとのイ

ンタフェース（IF）を介した送受信機能

－19 －

富士通川崎工場技術新棟の

自動火災報知設備のインテリジェント化

川崎市消防局讐防部予防課



を有している。この中には，分散受 信機

トラブ ル信号，スイッチ不定位信号のよ

うに，分散受信機の状況を防災センター

で監視するために必要な信号の送信機能

をも含んでいる。

分散受信機には地区表示灯に代わり，

当該階の平面を模した地図式表示方式を

採用し，発報場所の確認を容易にしてい

るほか，この地図には当該階の防災設備

の設置位置をも表示する。

なお，分散受信機には地区音響装置が

設けられておらず，非常放送設備で代替

される。

(2) 光伝送システム

ア　構成

本システムは各階の分散受 信機からの

火災信号をビル管理システムの光伝送シ

ステムを利用して，防災センター内の防

災監視盤に設けられたＣＲＴ に表示しよ

うとするものである。

設置機器はリモートアダプ タ( ＲＡ)，

マルチプレクサノード(ＭＸ)，(スーパバ

イザノード(SV) 及びネットワーク監視

プ ロセッサ( ＮＳＰ)から構成されている。

このうちＮＳＰ及び２台のSV は防災セ

ンターに，ＭＸ は２階，６階，10 階，14

階，18階，21 階。地下１階及び地下３階

の空調機械室に各２台(21 階は１台)，防

災センターに２台設けられている。ＲＡ，

IF は各階の分散受信機に隣接して設け

られる。

イ　機能

(ア) 光ファイバケーブル

光ファイバヶ－ブ ルは，２本の光フ

ァイバ心線からなり。情報伝送は常時
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１本の心線を使用し，他の１本は予備

として設けられている。

この光ファイバヶ一ブルには，SV

とＭＸ が接続され,ループを構成して

いる。また，光ファイバヶ－ブルの耐

熱性については認定品が使用される。

（ｲ）ＮＳＰ

ＳＶ とインタフェースをとり，光伝

送システムを一括管理するもので，運

転状況指示，障害状況指示，通信回路

管理，光伝送路の各種操作及びＳＶの

制御等の機能を有している。

（ウ）SV

光伝送システムを構成している全て

のＭＸを制御するもので,データフレ

ーム，クロックの発生及び光伝送路の

監視等の機能を有している。

国　ＭＸ

端末装置（IF，TS ）との接続を行う

とともに，光伝送路に対しデータの人

出力制御を行うもので，電気信号を光

信号に変換及びその逆変換する装置

（レピータ）を内蔵している。

（オ）ＲＡ

ＭＸとIF の配線長が15m 以上（最

長1km ）離れている場合の接続時に使

用する延長用付加装置で,ＲＡとIF の

間は15m 未満となるように設けられて

いる。

ウ　信頼性

本システムは光伝送路に万一障害が発

生した場合に，情報伝送路を自動的に確

保するため，光ファイバ及びSV の２重

化で構成されている。

（3） ビル管理システム



ア　構成

ビ ル管理用コンピュータシステムを活

用し，防災用機器の監視，制御を行うも

のであり，装置自体は防災センターに設

置されるが,管理は同一敷地内の別棟（中

６番館）で行われる。

このシステムは，ビル管理センター装

置のソフトウェアに依存され，装置とし

てはビル管理センタ装置,ＣＲＴ 部，メッ

セージプリンタから構成されている。

イ　機能

ビル管理設備機器の監視，制御の機能

を有している。防災信号入力時にはピル

管理関連の処理に優先し，防災関連の処

理を行う。

一般設備関連の主な機能は次のとおり

である。

帥　 監視機能

（ｲ） ＣＲＴ 部への表示機能

（ウ） メッセージプ リンタへの記録機能

倒　ＣＲＴ 付属の操作パネルよりの制

御

（オ） 空調設備の制御

（カ） 電力関連機器の表示及び制御

（キ） 各種の警報処理

（ｸ） 個別発停制御

（4） 防災監視盤

ア　構成

防災監視盤は防 災セン ターに設置さ

れ，当該ビ ルの防災設備に係わる全ての

情報を集め,これをもとに状況を判断し，

関連機器の操作,制御を行うものである。

防災監視盤は，大きく２つの構成部分

に分けられる。１つは，ＣＲＴ 関連の防災

監視部分であり,光伝送システムを介し。
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ビル管理センタ装置のＣＰＵ によって情

報の表示及 び機 器の操作，制御を行う

ＣＲＴ, 操作部及びプ リンタが主な構成要

素となっている。

もう１つは，各階の分散受信機から光

伝送路とは別系統で， メタリックケーブ

ルを介し，状態表示を行うグラフィッ ク

表示機の部分である。 グラフィッ ク表示

機は，分散受信機からの信号受 信部，制

御部及び表示部から構成され，基本回路

はＰ型１級受 信機の回路で構成されてい

る。この他，防災監視盤には非常電話受

信部，ガス漏れ火災受 信部，非常放送操

作部が組み込まれ，総合的な防災監視盤

としての機能を有している。

イ　機能

（ア）ＣＲＴ 部

ＣＲＴ 部は分散受信機から発信され

た信号が，ビル管理センタ装置によっ

て処理され，防 災情報の警報音の出力

と表示する機能を有している。分散受

信機から信号を受信すると，火災発生

及び発生階の表示を行い，その後当該

階の平面図及び防災設備の作動状況を

ＣＲＴ に表示するほか,操作手順のガイ

ダンス表示を行う。

ＣＲＴ 部には,機器の遠隔操作を行う

操作部を併せて有している。この操 作

はテンキー又はライトペンによって行

われ，分散受 信機の復旧，主音響装置

の停止，防 火防排煙設備等の制御， 復

帰をすることができる。また，ＣＲＴ に

送信された内容や操作内容は，併設さ

れたメッセージプ リンタに作動時刻と

ともに印字され，記録として保存され



る。

(ｲ〉 グラフィック表示機

分散受信機からの信号のうち、表－

１に示す信号を受 信し、表示するとと

もに 非常放送設備の起動信号(階別)、

屋内消火栓ポンプの起動信号の送出を

行う。

表－１　グラフィック表示機の主な受信及び表示

内容

(各信号とも、分散受信機単位の代表信号を受信

する)

� 火災信号　　階別表示

スプリンクラー=＝階別

� 消火殺備作　粉末放出・ハロン放出＝設置階

動確認信号　消火ポンプ＝設置階（地下３階

，９階）

� 発信機信号　９階以上の高明部と８階以下の

低層部に分けて表示

� 防火防排煙　排煙機＝設置階

設川作助信　排煙口開放＝全館一括

号

その他，非常電話設備の子機の発報

状況の階別表示，ガス漏れ火災警報設

備の状態表示のほか, 火災発生表示灯，

音響装置を備えている。

３　本システムと消防法令との関係

本システムは，次の事項が消防法令の現行

基準に適合しないことから，消防防災システ

ム評価委貝会の評価を受け，消防用設備等と

して十分な性能を有するものと認められた。

(1) 自動火災報知設備の分散受信機を各階

に配置( 常時人のいない場所) し，この

監視及び制御機能をＣＰＵ，ＣＲＴ を主と

した防災監視盤にもたせること。

(消防法施行規則第24条第２号二)

(2) 自動火災報知設備の分散受 信機と防災

センターの防災監視盤との情報伝送とし

て，ピル管理システムと共用する光伝送

システムを用いること。

(消防法施行規則第24条第１号八)

(3) 自励火 災報知設備の地区音響装置を省

略し，非常放送設備を代替として用いる

こと。

(消防法施行規則第24条第５号)

４　おわりに

以上述べたとおり，本システムはＣＰＵ，

ＣＲＴに非常に依存したシステムであり，か

つ，光伝送システムという新しい情報通信技

術によって構築されていることから，関係者

は本システムの運用並びに管理について十分

配慮することは勿論のこと，消防防災システ

ム評価委貝会から示された付帯条件を厳守

し，将来にわたり本システムが当該ビルの防

災関連施設の安全に，一層役立つことを期待

するものである。
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